
本
社

長
野
市
東
和
田
二
四
五-

一



〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

支
社

須
坂
市
春
木
町
一
〇
六
六-

八



〇
二
六-

二
四
八-

一
三
七
三

長

野

市

差

出

南

一

丁

目

九

番

二

四

号


〇
二
六-

二
九
一-

三
〇
三
〇

長

野

市

稲

田

三

丁

目

四

八

番

一

一

号


〇
二
六-

二
六
三-

六
二
〇
〇

須

坂

市

春

木

町

一

〇

六

六

番

地

八


〇
二
六-

二
四
八-

〇
九
〇
〇

喪

中

に

つ

き

年

末

年

始

の

ご

挨

拶

ご

遠

慮

申

し

上

げ

ま

す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

一

郎

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|
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今
年

月
に

が
永
眠
致
し
ま
し
た
た
め

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ

喪
中
に
つ
き
ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

な
お
時
節
柄
一
層
の
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

三

郎

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|

0038
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文 章 - 2
用紙 1 9 1

文 章 - 3
用紙1 6 7

文 章 - 6
用紙1 3 1

亡

の
喪
中
に
つ
き
新
年
の

ご
挨
拶
失
礼
さ
せ
て
頂
き
ま
す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

史

郎

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|

0038

花

子
哉

本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

文 章 - 4
用紙 1 3 9

＜ インクジェット対応 ＞

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
一
月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

武

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|

0038

昨
年

月

日
に

が

才
に
て
永
眠
い
た
し

服
喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
い
折
柄
一
層
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

博

子

文 章 - 8
用 紙 1

郵便はがき

表

喪

中

に

つ

き

年

末

年

始

の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

月
に

が

才
に
て
永
眠
致
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

伍

郎

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|

0038

文 章 - 5
用紙 1 6 6

＜ インクジェット対応 ＞

喪
中
に
つ
き
年
頭
の

ご
挨
拶
失
礼
さ
せ
て
頂
き
ま
す

な
お
時
節
柄
一
層
の
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

六

郎

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五
番
地
一

〒
381
|

0038

去
る

月

が
永
眠
致
し
ま
し
た
の
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申

し
上
げ
ま
す

ど
う
ぞ
皆
様
良
い
お
年
を
お

迎
え
下
さ
い

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

次

男

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五-

一

〒
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花

子

喪

中

に

つ

き

年

頭

の

ご

挨

拶

失

礼

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

令
和
三
年

月

電
話

〇
二
六-

二
五
九-

三
三
三
三

博

善

七

男

長
野
県
長
野
市
東
和
田
二
四
五-
一

〒
381
|

0038

花

子

本
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

文 章 - 7
用紙 0 6 7

※①見本の大きさは原寸より小さくなっております。 ②用紙（はがき）と文面は見本にかかわらず自由に組合せができます。 ③電話番号は氏名の左側ですが、連名の場合には住所と氏名の間となります。

④用紙１以外は郵便はがきではございません。 ⑤用紙１（郵便はがき）への絵柄の印刷は致しかねますのでご了承ください。


